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久しぶりに賑やかなＧＷという印象でした。観光地へ向かう道路はかなりの混雑で 

テレビ中継の渋滞ぶりも懐かしい風景で 日常が戻りつつあるのかなと思えますね。

まだまだ感染対策は怠れませんが、With コロナへ向けて動き出しましたね。 

今回はペーパーリングの話し 

環境問題が取りだたされる昨今 卓上カレンダーもリング部分を紙製でという依頼

も増えてきました。これはこれで問題は無いのですが 現実的にはリング自体に問題

点が多く 加工コストが下がりません。汎用品や大手メーカー等の大量発注であるな

らば、多少コストダウンが出来ると言った所でしょうか。 

－要因としては－ 

①リング自体のコストが高い（紙を成形する為のコストが大きい） 

②リング自体の強度が弱い（穴数が多いと たわみが出て大型製品には対応不能） 

③リング圧着部分の幅が広く 出来上がりの見た目に支障がある 

④リング径の種類がない（10Φ程度） 

上記が主な原因と言われています。特に強度に関しては重みに耐える事が難しく 

卓上カレンダーの様な軽い物であれば左右二か所に分けて３穴分づつと言う事が可能

ですが、壁掛けには向きません。またリング径も 10Φですので、多くの枚数を綴じる

事が出来ず、結果 12 枚程度の卓上カレンダー的な用途にのみ有効となります。 

では、金属製のリングはと言えば 決して環境の悪者ではなく廃棄の際にひと手間

かかる以外は 極めて優秀です。特に強度については紙のリングとは比べるまでも有

りません。40 穴程度の大型壁掛けカレンダーにも対応できリング径も種類が豊富です。 

これからカレンダーのシーズンに入ります。特に卓上カレンダーは 営業ツールと

して最適です。客先の机上で 24 時間あなたの会社名を宣伝しているわけですから。 

この両者の特徴を十分に考慮して ぜひ製品の企画へ活かしてください。 

 

Ｔｅａｂｒｅａｋ（重要なお知らせ） 

お気付きの方もいらっしゃるかと思いますが、弊社ホームページを引っ越しました。

その為 HP アドレスとメールアドレスが変更になっています。順次ご案内をさせて

頂いておりますが、下記メールアドレスと HP アドレスの変更をお願い申し上げます。 

6 月中は、変更前のメアドでも受信可能ですが、それ以後 届かない可能性が有り

ますので、ご注意下さい。 

 

 

    

弊社 HP は https://www.iseki-seihon.com   

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽは info@iseki-seihon.com  

ご登録の変更をお願い申し上げます 
by（株）井関製本 


